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 最後に，歩行者を想定し時速 4kmの移動体の位置推定を行った． 2波長アンテナ対で，測定距離 5m，測角範
囲±30度の条件において，平均 0.7mの精度となった．処理速度は歩行者の追随は十分可能であった． 
レンジフリー測位や ITSに適用するためには測定距離が 10m，あるいはそれ以上必要である．また処理速度の
さらなる短縮や 変調波での検証も，今後の課題である． 
